
生活支援体制整備事業

まちの支え合いについて

社会福祉法人

前橋市社会福祉協議会



生活支援体制整備事業 とは…？

高齢者の

地域における自立した日常生活の支援及び

要介護状態となることの予防又は要介護

状態等の軽減、もしくは悪化の防止に係る

体制の整備、その他の

これらを促進する事業。
(介護保険法第115条の45第2項第5号)

平成27年度の

介護保険法改正で創設



WHY なぜ支え合いが必要なのか
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2000年頃

5人で1人

2010年頃～

3人で1人

20４0年頃～

１人で1人

WHY なぜ支え合いが必要なのか



https://www.ninchisho-forum.com/knowledge/kurashi/003.html出典：認知症フォーラム.com「認知症の基礎知識」
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WHY なぜ支え合いが必要なのか



近場に家族がいないため頼れない…

近所の人と交流もなく
一人で生活していくのが不安…

WHY なぜ支え合いが必要なのか



WHY
厚生労働省『社会参加と介護予防効果の関係について』
厚生労働科学研究班 JAGES（日本老年学的評価研究）プロジェクト による研究結果

スポーツ関係・ボランティア・趣味

関係のグループ等…

社会参加の割合が高い地域ほど、

「転倒」や「認知症」や「うつ」の

リスクが低い傾向がみられる

なぜ支え合いが必要なのか



高齢になっても健康でいられるようにすること

地域住民の間の お互い様の活動と意識

…が「支え合い」として
求められている！

WHY なぜ支え合いが必要なのか



必要なのは分かったけど

なにをどうすれば…？



HOW どのように支え合うのか
住民が住んでいるのは

『前橋市』だけど

一番現実的で近い距離は

「地区」や「町」

身近で、現実的な環境で

支え合うことが大事！



HOW どのように支え合うのか

地域の住民みんなが繋がる

交流

顔も名前も知らない人に対して警戒心や不信感を抱くのは当

たり前です。地域の交流は「ふれあい・いきいきサロン」だ

けでなく様々な場所にあります。

もしかしたら町の商店の前で、公園のベンチで、お隣の庭先

で……顔と名前が繋がる交流は「お互い様の活動」を生み出

す第一歩になります。



HOW どのように支え合うのか

地域で孤独をつくらない

見守り

最近企業なども取り組んでいる見守り。ひとり暮らし高齢者

のお宅にヘルパーさん等の専門職が訪問していたとしても、

誰も来ていない時間はひとりきりです。大規模な自然災害も

多いこのご時世、地域のみんなが繋がっていて、誰かを心配

したり気遣うことが当たり前の地域であれば、地域から孤独

は無くなり、誰もが安心して暮らせるようになります。



HOW どのように支え合うのか

他人事で終わらない

支え合い

人には「ひとりでは出来ないこと」があります。特に高齢

者・子ども・障がい者は、沢山の課題を抱えています。交流

や見守りの活動を進めていくと、だんだんとその課題が浮き

上がってきます。もちろん、個人的な支え合いの気持ちや行

動が大事ですが、地区や町をあげて、支え合いが生まれやす

い・支え合いの行動をしやすい環境を作ってみませんか？



HOW どのように支え合うのか

…と言われても、もうサロンや見守りはやっているしなぁ…

「支え合い活動」と一口に言っても、これ以上何をやれば？

「何か新しいことを始める」だけが支え合いの目的ではありません！

町の住民が、これからも町で安心して暮らし続けられるように、

「何が必要か？」「どんな工夫ができるか？」を

町に関わる様々な主体と一緒に考えることも手立てのひとつです！



HOW どのように支え合うのか

例えば…

町の資源や情報を整理して

地域の実情を把握する

・町の良いところ、不便なところを「見える化」して

計画的に福祉の充実・地域づくりをしていく

・住んでいる町で使える行政・商業サービスをまとめ、

高齢者や転居者でも住みやすくなるよう情報を発信する 等々



HOW どのように支え合うのか

例えば…

住民が何に困っているか

アンケートをとってみる

・高齢者の困りごと（ニーズ）を集めて、町の福祉を考える

・「こんな町だったらいいな」の声を集めて、地域づくりに繋げる

・お年寄りから若い人まで沢山の声を聞いて、

手伝ってくれそうな人や、あらたな担い手発掘をしてみる 等々



HOW どのように支え合うのか

つまり…

「支え合い」に決まったゴールはない

▶ 地区や町ごとに「目指す地域像」や「地域の目標」を決める

アンケートや情報の整理・把握は目標を作ったり活動する際の根拠

前橋市の支え合いは、地区社協の「企画会議」で、地区の支え合いをどう広

めていくか考える場にしようという動きが多いです。

地区で情報共有をしたのち、それぞれの町で、支え合いについて考えたり、

広めたり、活動を展開しています。



支え合いは「地区社協」を中心に、

「町ごと」に話し合ったり進めたりする

必要がありますが…

住民だけでは大変なことが多いです

支え合いは、各地区の地区社協や住民と、

「行政」「包括」「社協」が一緒になって考えています。

また、地区の様々な主体（企業・商店・法人など…）

との『協働』が活発化のポイントです。



おれんとこの町で

誰もが安心して

何が必要なんかね？

暮らしていくにはさ

まずは住民同士が話し合う場を設ける
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